
青
森
市
子
ど
も
の
権
利
相
談
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

平
成
二
十
八
年

五
月

青
森
市
子
ど
も
の
権
利

相
談
セ
ン
タ
ー
発
行

中
学
生

大
人

高
校
生

相
談
内
容
で
多
か
っ
た
の
は
「い
じ
め
」や
「心
身
の
悩

み
」で
し
た
。
寄
せ
ら
れ
た
相
談
の
中
に
は
、
在
籍
校
と

の
連
携
や
子
ど
も
へ
の
長
期
間
の
関
わ
り
が
必
要
な
場

合
が
あ
り
ま
し
た
。
メ
ー
ル
相
談
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た

の
も
大
き
な
特
徴
の
一
つ
で
し
た
。

相
談
内
容
で
多
か
っ
た
の
は
「交
友
関
係
」で
、
友
人

と
の
ト
ラ
ブ
ル
や
交
際
相
手
と
の
関
係
に
つ
い
て
な
ど

の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
中
学
生
同
様
、
メ
ー
ル

相
談
が
多
く
中
に
は
数
十
回
の
や
り
と
り
を
し
た

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
。

＊
子
ど
も
か
ら
の
相
談
に
対
し
て
は
、
で
き
る
だ
け
子

ど
も
自
ら
が
問
題
の
解
決
に
当
た
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
子
ど
も
自
身
が
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
さ
れ
る
よ

う
な
支
援
も
意
識
し
て
相
談
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

大
人
の
相
談
者
は
母
親
が
最
も
多
く
、
「
い
じ
め
」・

「教
職
員
等
の
指
導
」・「子
育
て
の
悩
み
」
な
ど
に
つ
い

て
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
「解
決
す
る
た
め
に

さ
ま
ざ
ま
な
方
法
を
試
し
て
み
た
が
改
善
さ
れ
な
い
」

と
い
う
葛
藤
か
ら
相
談
に
至
っ
た
ケ
ー
ス
が
多
く
、
問

題
を
取
り
巻
く
一
人
一
人
の
語
る
こ
と
ば
を
丁
寧
に

聴
き
関
係
を
整
え
る
「調
整
活
動
」
も
行
い
ま
し
た
。

相談者の内訳（延べ人数：558）

相
談
数
は
子
ど
も
が
大
人
の
約
二
倍

学校、町内会、サークルなどの
研修にご利用ください。

子
ど
も
の
権
利
相
談
セ
ン
タ
ー
で
は
、
市
民
の

皆
様
に
「子
ど
も
の
権
利
条
例
」や
「子
ど
も
の
権

利｣

に
つ
い
て
適
切
に
学
び
、
理
解
し
て
い
た
だ
く

こ
と
を
目
的
に
出
前
講
座
を
行
っ
て
い
ま
す
。

☆
対
象

5
名
様
以
上
で
参
加
い
た
だ
け
る
団
体

☆
講
師

青
森
市
子
ど
も
の
権
利
擁
護
委
員

沼
田

徹

氏

（弁
護
士

）

小
林

央
美

氏
（大
学
教
員

）

関
谷

道
夫

氏
（臨
床
心
理
士
）

☆
料
金

無
料

☆
ご
質
問
や
申
込
・問
い
合
わ
せ

青
森
市
健
康
福
祉
部

子
ど
も
し
あ
わ
せ
課

未
来
チ
ー
ム

Ｔ
Ｅ
Ｌ
／
Ｆ
Ａ
Ｘ

０
１
７‐

７
６
３‐

５
６
７
８

出
前
講
座
に
関
す
る
お
知
ら
せ

相談内容の特徴

～中学生は「いじめ」、高校生は「交友関係」、大人は「教職員等の指導」～

小学生

6人
1.1%

中学生

215人
38.5%

高校生

160人
28.7%

学年不詳

4人
0.7%

父又は母

123人
22.0%

親族

6人
1.1%

学校関係者

21人
3.8%

その他大人

23人
4.1% 相

談
の
延
べ
人
数
は
、
前
年
度
に
比
べ
、
子
ど
も
が
か
な
り
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。

相
談
し
て
き
た
子
ど
も
の
う
ち
、
中
学
生
が
最
も
多
く
、
次
い
で

高
校
生
と
な
っ
て
い
ま
す
。

相
談
し
て
き
た
大
人
の
う
ち
、
父
又
は
母
が
最
も
多
く
、
次
い
で

学
校
関
係
者
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※ エンパワーメント ： 人が本来持っているすばらしい生きる力を湧き出させること。


